
　ＦＩＦＡワールドカップ２０２６の審判員

に、青梅市出身の荒木友輔さんが選出されま

した。

　国際審判員として目指してきたワールド

カップの舞台を前に、お話しを伺いました。

詳細は２面～３面をご覧ください。

　ＦＩＦＡワールドカップ２０２６は６月

１１日～７月１９日に開催されます。

　　　　　　　　（写真提供：荒木友輔さん）
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◆土砂災害防止月間・浸水強化月間…４面　　◆家具転倒防止器具等支給取付事業…５面　　◆夏休みごみ処分場見学会…６面
◆乳がん・子宮頸がん検診…７面　　◆おうめ生活サポーター養成研修…８面　　◆子ども体験塾「クリエイターへの扉を開こう」…９面
◆相談日　ほか…１０面　　◆なんでも情報局アンテナ…１１面　　◆産業観光まつり出店者募集…１２面
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―サッカーや審判員と出会ったきっかけや興味を持ち始めたきっかけを教えてください。

　Ｊリーグの開幕がサッカーに興味を持つきっかけになりました。審判員との最初の関わりは、中学校の顧

問の先生、高校進学後の「運命のじゃんけん（※）」と1級審判員の資格を持つ顧問の先生との出会いでした。

※運命のじゃんけん

　高校生の頃、サッカー部でサッカーの審判員を２人選出しないといけなくなり、そのじゃんけんで負け

たことが審判員となる大きなきっかけになったとのこと。それを機に、高校１年生のときに４級審判員を

取得。その後、都サッカー協会の事業で強化審判員コースの研修会に参加。高校３年生のときに３級審

判員、大学４年生のときに２級審判員、レフェリーカレッジでの２年間の研修を経て２５歳で１級審判員に。

―選手ではなく審判員の道を選んだ理由・転機を教えてください。

　中学３年生のときは都の選抜に入っていて、高校進学後も選手としてやっていくつもりでいました

が、その選抜の際にスライディングタックルを受け、半年間サッカーができなくなってしまいました。

そのことをきっかけに選手としてではなく、審判員の道も考えるようになりました。

　その後、２級審判員になった年に、全日本少年サッカー大会（現・ＪＦＡ全日本Ｕ－１２サッカー

選手権大会）の決勝の主審を務めました。そのときに、「審判員としてトップを目指したい」という

気持ちが芽生えました。

―ジャッジした中で印象深い試合はありますか？

　Ｊリーグで選手が引退する試合を担当するのはとても緊張感があります。２０２０年に鹿島スタジ

アムで行われた内田篤人選手の引退試合で主審を務めました。前半に内田選手へイエローカードを出

したのですが、２枚目が出るとその時点で退場となるため、より丁寧に対応しなければならないとい

う気持ちで臨みました。

　また、ワールドカップ５次予選のイラク対ＵＡＥ戦が印象に残っています。勝った方がワールドカッ

プのプレーオフに進めるという大事な試合でした。４次予選ですでに主審を務めたこともあり、自分に

声がかかるとは思いませんでしたが、英文のメールで５次予選の審判員を務める旨の連絡がありました。

　ミスをしたら一発でキャリアを失うような大事な試合であるものの、本当に信頼されている人でな

いと任されない試合です。そんな試合を担当することができ、忘れられない試合の１つになりました。

―ＶＡＲ判定（※）のメリットとデメリットについて教えてください。

　審判員にとってはメリットしかないです。見返せる状況と見返せないまま過ごす９０分は全然違い

ます。ただし、サッカーとしてはＶＡＲ判定により一度ストップしてしまうというのは本来のサッカー

とは、かけ離れたものになってしまいます。判定に時間がかかるという意味ではデメリットになりう

るのではないでしょうか。

　ただ全体を見ると誤審を防ぐ意味でも見返すことができるというのはポジティブな側面が多いです。

※ＶＡＲ（ビデオ・アシスタント・レフェリー）判定

　試合映像を確認しながら主審の判定をサポートする審判補助システム。ＶＡＲはすべてのプレーに

介入するわけではなく、ゴールや退場など重要な場面で、映像を使って判定を確認する。

「運命のじゃんけん」と顧問の先生との出会いが、審判員を目指すきっかけに

　６月１１日～７月１９日に開催されるＦＩＦＡワールドカップ２０２６の審判員に、青梅市出身の荒木友輔さんが選出されました。

　国際審判員としての道のりや、ＦＩＦＡワールドカップ２０２６の審判員に選出されたときのこと、今後の目標についてのお話しを伺いました。

プロフィール

１９９３年～１９９９年　吉野ＦＣ（五小）

１９９９年～２００２年　西中サッカー部

２００２年～２００５年　都立北多摩高校

　　　　　　　　　　　サッカー部

２０１１年　１級審判員を取得

２０１６年　Ｊ１の主審を担当

２０１７年　国際主審に登録

２０１８年　�プロフェッショナルレフェリーと

して活動開始

２０２３年　�ＦＩＦＡ Ｕ－２０ワールドカップ

審判員に選出

２０２５年　Ｊリーグ最優秀主審賞受賞

２０２６年　�ＦＩＦＡワールドカップ２０２６

審判員に選出

ＦＩＦＡワールドカップ２０２６審判員に選出　荒木友輔さん特集

信頼されないと任されない大事な試合を担当でき、忘れられない試合に

写真提供：荒木友輔さん

　特に記載がない場合の受付時間は土・日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後５時です。対象の記載がない場合はど

なたでも。費用の記載がない場合は無料。申し込みの記載がない場合は直接会場へ。問い合わせは「問」と表記。電話

番号は市外局番「０４２８」を省略しています。市役所の代表電話番号は２２－１１１１、郵便番号は〒１９８－８７０１です。
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―いつからワールドカップの審判員を意識し始めましたか？

　１級審判員の上に国際審判員という資格があります。国際審判員とは、日本を代表して海外の国

際試合を担当します。国際審判員にとっては、１番の大きな目標はワールドカップになり、誰しも

目指すところではあります。国際審判員になってからワールドカップの審判員に選出されるまでが

一番大変でした。国際審判員になるとアジアサッカー連盟で活動しますが、各国に７人（それ以下

の場合もあり）いて、その中からワールドカップの８人に入らないといけないのが非常に難しく、

人生の中で一番困難な目標でした。

　３年前に今回のワールドカップの候補者が発表され、一番最初の候補者１６人は３年間の研修を

行い、最終的に８人が選ばれる仕組みです。この３年間は毎試合点数がつけられ、その結果、８人

の中に選ばれました。

―ワールドカップの審判員として選ばれた瞬間、どのような気持ちでしたか？

　嬉しさより安堵の方が大きかったです。というのは、アジアの中でワールドカップの審判員を輩

出しているのは日本が一番多いんです。１９９８年から毎回日本人の審判員がワールドカップに参

加していて、自分で途切れたらまずいというプレッシャーが常にありました。

ワールドカップの審判員に選出されるという目標が人生の中で一番困難な目標でした

青梅の自然豊かな環境で育つことで、夢を叶える力が養われる

―今も青梅市で生活されていますが、地元を拠点にしている理由・魅力を教えてください。

　国際試合は選手からのプレッシャーも大きく、心のエネルギーも消耗するため、身体的にも精神的にも疲

労感は大きくなります。青梅に戻って川に行ったり、山の中へ入ったり静かな環境に行くことがリフレッシュ

になります。オン・オフをしっかりできる環境があるからこそ頑張れます。

―こどもたちに向けて、夢の持ち方・追いかけ方についてメッセージをお願いします。

　青梅市は自然豊かで外で遊ぶところもたくさんあります。今は、ゲームなどいろいろな遊びの選択肢があ

りますが、外で友達とたくさん遊び、自然豊かな中で育っていくことが、大人になった時に夢を叶える力を

養ってくれるのではないかと思っています。

―次の目標・夢を教えてください。

　目標は明確で、次のワールドカップも審判員として行くということです。実際に、ワールドカップの審判員

は２回行くことが多く、１回目は初めてなので探りながらやっていくことも多いと思います。２回目は決勝を

担当させてもらえるくらいのパフォーマンスを出したいというのが今の目標です。

　もちろん今回の大会も全力で頑張りますが、次の大会も見据えてやっていくという気持ちで臨みたいと思

います。

出典：ＪＦＡ（日本サッカー協会）ホームページ

Ｊリーグ最優秀主審賞受賞後の表敬訪問で

審判員になるには

フィーチャーフォンＰＣ・スマホ

青梅市の情報は

こちらから ▽
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